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研究成果の概要（和文）：欺瞞検知研究における典型的な実験パラダイムは，二段階からなる。第一段階では，
研究協力者をある状況に置き，そこで嘘あるいは本当のことを言ってもらい，録画をする。第二段階では，第一
段階で作成された刺激を別の研究参加者に呈示して，それぞれの刺激が嘘であるか本当であるか，判断してもら
う。通常，第二段階が研究のメインであるが，実のところ，第一段階で行う刺激作成こそが重要であり，刺激の
質が結果のすべてを決定すると言っても過言ではない。そこで本研究では第一段階に特化し，約250個の刺激を
格納したデータベースを作成し，欺瞞研究を遂行しようとする研究者に刺激の提供をする準備が整った。

研究成果の概要（英文）：A typical experimental paradigm in deception detection research consists of 
two stages. In the first stage, participants are placed in a situation where they are asked to tell 
either lies or the truth, and their responses are recorded. In the second stage, the stimuli created
 in the first stage are presented to another set of participants, who are asked to judge whether 
each stimulus is a lie or the truth. Usually, the second stage is considered the main part of the 
research. However, in reality, the creation of stimuli in the first stage is crucial, as the quality
 of the stimuli ultimately determines the results. Therefore, this study focuses on the first stage,
 creating a database containing approximately 250 stimuli, and is ready to provide these stimuli to 
researchers conducting deception research.

研究分野： 社会心理学

キーワード： 嘘　本当　欺瞞検知　真偽刺激　映像　データベース　Moodle

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
欺瞞は人間関係において重要な現象であるが，とりわけ日本では，欧米に比べて研究数が顕著に少ない。その一
因として，欺瞞検知実験を遂行する際に必要とされることの多い真偽刺激の作成に手間がかかることが挙げられ
る。そこで本研究では，真偽刺激作成のプロセスを肩代わりすべく，真偽刺激データベースを作成した。今後，
欺瞞研究を遂行しようとする研究者が本データベースの刺激を用いることで，より多くの日本発の欺瞞研究が発
信されることが期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 心理学における欺瞞研究，特に欺瞞検知研究では，まず実験刺激を作成した上で，その刺激を
用いた実験を遂行し，人はどの程度正確に欺瞞検知に成功するか，欺瞞の手がかりは何か，など
について検討していくことが多い。この研究の流れで研究者が最も苦労するのが刺激の作成で
ある。もし，多くの刺激が事前に格納されたデータベースがあれば，本邦における欺瞞検知研究
は活性化するのではないだろうか。本邦の欺瞞検知研究は欧米のそれと比して少ないのが現状
である。これを改善するために，多様な真偽刺激を格納したデータベースを開発しようと考えた。 
 
２．研究の目的 
 欺瞞研究の遂行に資する，真偽刺激データベースを作成することが最終目的である。そのため
には，データベースに格納する刺激を研究グループ自ら作成することが必要となるので，刺激作
成も本研究目的の一つとなる。同様の試みは海外ではあり，全米科学財団真偽ビデオ集（NSF 
Truth and Lie Video Collection）（Levine, 2007-2011），マイアミ大学欺瞞検知データベース
（Miami University deception detection database: MU3D）が知られている（Lloyd et al., 2018）。
これらのデータベースに格納されている刺激では英語が用いられているので，こうした既存の
刺激は，日本において日本人参加者に実験を遂行するには馴染まない。従って，日本語話者が登
場する刺激を複数作成し，それらを格納した日本独自のデータベースを開発する。なお，刺激は，
基本的には映像刺激とする。 
 
３．研究の方法 
 データベースに必要な機能などについて考え，試作版を作成したところ，刺激の検索，検索結
果の表示，刺激の表示などにおいて，使い勝手の悪さが顕在化したため，その後，学習管理シス
テムである Moodle（https://moodle.org/）を利用したデータベースに仕様を大幅変更した。こ
れによって，刺激の再生，刺激の削除，アカウント管理など，全体的に利便性が向上することに
なった。以上のデータベース構築作業と並行して，研究グループのメンバーによって刺激の収録
を行い，データベースに順次アップロードしていった。 
 
４．研究成果 
 以下，ひとまずの完成をみたデータベース（https://deception.jp/moodle/）のスクリーンショ
ットをいくつか掲載し，データベースの構造，仕様について説明を加えていく。 
図１は，ログイン前の画面である。右上のログインボタンを押下すると，ログイン画面に遷移

する。本データベースは，アカウントを発行されたユーザー限定でアクセス可能になっている。
現在は，研究グループのメンバーのみが登録されているが，将来的には，利用を希望する研究者
を，審査の上，随時登録していく（図１の右下に「研究組織への問い合わせ」リンクを設けてあ
る）。 
 

 
図１ 真偽刺激データベース（ログイン前） 

 
 



ログインが成功すると，図２のように，右上にユーザー名が表示される。これがログイン後の
最初の画面であり，図２では研究代表者がログインした状態を例に挙げてある。 
 

 
図２ 真偽刺激データベース（ログイン後） 

 
 
開始ボタンを押下すると，図３の画面に遷移する。実際には，図３の下部に各刺激がリストア

ップされており，各刺激について，「タイトル」「概要」「真偽」「動画ファイル」「投稿者」の各
情報が表示され，加えて「編集」「詳細」「削除」「承認を取り消す」の 4 つのアイコンがある。
この画面で，刺激の閲覧，ダウンロードなどができる。 
 

 
図３ 真偽刺激データベース（一覧表示） 

 
 
 図３の右下の「エントリを追加する」を押下すると，図４－１，図４－２のように，刺激をア
ップロードするための画面（「新しいエントリー」）に遷移する。刺激をアップロードする際の入
力事項として，「タイトル」「概要」「詳細」「真偽」「真偽刺激動画」がある。ユーザーはこれら
に必要事項を入力し，「真偽刺激動画」欄に，アップロードしたいファイルをドラッグ＆ドロッ
プする（図４－２）。 



 

図４－１ 真偽刺激データベース（アップロード） 
 

 
図４－２ 真偽刺激データベース（アップロード） 

 
 
以上がデータベースの主な構造，仕様である。現在のところ，研究グループで作成された約 250

個の刺激が格納されている状態である。 
データベースは，現時点では，研究グループで作成された刺激が格納されるにとどまっている

ものの，今後データベースの利用者を募り，アカウントを発行し，データベースの充実化を進め
ていく。すなわち，ユーザーは，データベースに格納された刺激をそれぞれの研究で利用すると
ともに，自らが作成した刺激をアップロードしていくことになる。多種多様な刺激が増えていく
と同時に，データベースの利用過程で生じる改善点を収集し，仕様の改善を行っていきたい。本
データベースの発展が，日本の心理学における欺瞞検知研究活性化に寄与することを期待する。 
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